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独立行政法人労働者健康福祉機構  

「職業生活を通じての女性の健康管理に関する研究調査」 

【生理が仕事や家事に影響する割合】 
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１．背景・目的 ① 

■背景 

・労働人口の減少よる女性労働力の活用が求められ、女性の社会進出は増加傾向。 

・働く女性にとって生理による美容や仕事への影響が大きく、関心･ニーズも高い。 
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【女性の年齢階級別労働力率】 

「平成23年版 働く女性の実情」（厚生労働省） 

 ・生理中の不調（1週間）・・・生理中（頭痛・腹痛）・貧血・眠気・倦怠感・免疫低下 

 ・生理前の不調（2週間）・・・身体的 → 頭痛・吐き気・便秘・乳房のはり 

 精神的 → イライラ・集中力低下・興奮する 

生理による影響 
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■目的 

毎朝の体温を簡単に測定し生理周期を正確に把握することで、生理の影響を軽減し、
女性がいきいきと健やかに生活できる社会の実現を目指す。 
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１．背景・目的 ② 

①妊娠・避妊への活用： 妊娠しやすい時期と体かどうかが分かる。 

②ホルモンバランス異常の察知： 月経異常・排卵障害・更年期の徴候が分かる。 

③生理周期把握による生活の質向上： 
生理周期にあわせた食事・睡眠・ストレスケア・
冷えなどの自己管理につなげることができる。 

基礎体温をはかるメリット 

■背景② 

基礎体温測定にはさまざまなメリットがある事が知られているが、現状の測定方法
には大きな課題がある。 

(大和ハウス総合技術研究所調べ n=785) 
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(1)尿温測定技術 (3)サポートコンテンツ (2)データ通信技術 

２．技術開発の概要 

■開発項目 

(1)尿温測定技術 生理周期を把握するために必要な精度を満たす測定手
法および解析手法の構築、機器の開発 

 

(2)データ通信技術 ユーザビリティ・個人認証・セキュリティを備えた通
信手法の検討、機器の開発 

 

(3)サポートコンテンツ 測定値に基づいた生理周期の予測および、それに対応
した健康・美容改善アドバイスの検討、アプリの開発 

尿温測定機能付き温水洗浄便座 

データ通信中継機器 

スマートフォン 

尿温：基礎体温と相関が高い 
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３．技術開発のプロセス 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 
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試作機Ⅱ検証 
★試作機Ⅰ完成 ★試作機Ⅱ完成 

★実証実験機完成 

実証実験機開発 

実証検証 

仕様検討 

委託先検討 

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ検討 

受容度調査 

事業部ヒアリング 

試作機Ⅰ検証 

試作機Ⅱ開発 試作機Ⅰ開発 

▼現在 

実証実験機仕様検討 

ユーザビリティヒアリング 

実証実験機開発 

実証実験アプリ開発 

データ分析 
報告書作成 

テスト物件選定 

事前説明・準備 

量産機の仕様検討 

・試作機設置 

・精度検証 

・UI検証 

・受容度検証 

・結果分析 

後処理 
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４．技術開発の必要性・緊急性 

①生理周期の影響緩和による女性の社会進出支援 
女性の生理周期による心身への影響のために発生する経済損失は年間6,828億円と言われてい
る。この商品を活用することで以下の改善効果があり、20％程度の改善が見込まれる。 

 

 改善内容） (1)ストレス緩和 

   (2)疾病の予防・健康維持 

   (3)疾病の早期発見 

 

 効果試算） 6828億円×0.2=1365億円 

 

②晩婚化による妊娠力低下の軽減 
この商品による日々の健康管理により、「妊娠力」を維持することで、将来の妊娠可能性を
保持する。これにより少子化の進行の防止に寄与する。 

 

③女性が働きやすい環境を実現するための社会への啓蒙効果 
生理周期の仕事への影響に関する知識を普及することにより、女性がより活躍しやすい社会
の実現を促進する。 

当技術の開発により以下のような効用が見込まれる。これらの課題は国の
社会課題と合致し早急な解決が望まれるため、当技術は緊急性・必要性の
高い技術開発である。 



6 © 2007 Daiwa House Group All rights reserved.  September 00th, 2005 

５．技術開発の先導性 

当技術は以下の３つの先導性を有すると考える。 

 

①尿温（≒深部体温）を利用して生理周期を予測する 

②日常行為である排尿を利用して健康データを測定する 

③生理周期の把握を妊娠避妊だけではなく日常生活の質向上に利用する 

尿温との相関 R2 = 0.8647
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深部体温 

r =0.93 

舌下温との相関 R2 = 0.3266
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r =0.57 

脇下温との相関 R2 = 0.2272
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r =0.48 

深部体温 深部体温 △ △ 

■各部の温度と深部体温との比較 

○ 
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６．技術開発の実現可能性 

■技術的可能性 

 ・便座部に内蔵したサーモパイルによる尿温を測定する特許技術を保有（TOTO） 

 ・尿温と深部体温の強い相関性を確認（TOTO） 

 ・基礎体温を用いて生理周期を管理するアプリケーションが既に実用化済み 

 

■体制 

 (1)尿温測定に関する技術開発 主幹：TOTO㈱ 

 (2)データ通信に関する技術開発 主幹：大和ハウス㈱ 

 (3)コンテンツに関する技術開発 主幹：大和ハウス㈱ 委託先：選定済み 

１次試作機 
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７．実用化・製品化の見通し 

技術開発項目 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

尿温測定 

技術開発 

データ通信 

技術開発 

サポートコンテンツ 

技術開発 

測定機器の量産開発 

・仕様設計 

・量産機製作 

・検証 

データ通信中継機器の 

量産開発 

・仕様設計 

・量産機製作 

・検証 

コンテンツアプリケーシ
ョンの量産開発 

・仕様設計 

・製品版アプリ製作 

・検証 

量産機の商品化 

・販売促進 

・事業所展開 

・生産ﾗｲﾝ調整 

・薬事法対策 

補助事業期間 

試作機の検証 

・試作機設置 

・精度検証 

・UI検証 

・受容度検証 

・結果分析 

測定機器試作 

・仕様設計 

・試作機製作 

中継機器の試作 

・仕様設計 

・試作機製作 

アプリの試作 

・仕様設計 

・試作アプリ 

    製作 

量産機の検証 

・試作機設置 

・精度検証 

・UI検証 

・受容度検証 

・結果分析 

補助事業期間終了後、概ね２年で実用化を目指す。 


